










発達心理学の観点から人間を考えた場合,人間が他の生物一般に比べて豊かな可塑性をも

っているという事実が指摘される。本能という生得的適応手段をごくわずかしか具備して

いない人間は,生後の経験に多くのことを依存している。言語を獲得すること,道徳を身に

つけること,秩序ある社会生活を営めるようになることなど,これらはすべて生れてから習

得するものである。 


